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登録リスト（該当：113件）
  ≪  1  2  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 聖高原2008/05/06]	聖高原2008/05/06	2008/05/06の記録。
長野県麻績村にある聖高原。聖山の下に聖湖があり、その周辺が観光スポットになっています。Wikipediaによると、「村有地の所有権を土地利用者に譲渡・売却することなく、地上権のみ提供して、個人や法人の別荘用地として提供する方式」とのこと。へえ～、と参考になります。かつてリゾートスポットとして人気を集めた観光地ながら、観光ニーズの変化により訪れる人が少なくなった感は否めません。ゴールデンウィークに訪れてもこのようにゆったりと過ごすことができます。


参考資料：Wikipedia／聖高原
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%96%E9%AB%98%E5%8E%9F	2024-02-13
	2	[image: ]		　次に戦争の影響です。当時、満州事変などもあり、新聞よりも、いち早く戦争の情報を得られるラジオに関心が高まったのではないかと考えられます。実際に西塩田時報で時系列を追って、過去の記事を探した時にも、刊行日に空きがあり、著しく変化する戦時状況をとらえるには新聞は適していなかっただろうなと考えていました。その上、政府は当時、国防強化の面からラジオ放送を聞くことを推奨し、ラジオを聞くことは国策に協力することと強く発信してあおっていたことも要因の一つだと考えました。
また、政府にとって、ラジオは戦争で懸念される民意のコントロールにも役立っていのではないかと考えました。	2024-02-07
	3	[image: 昔と現代の豆知識の変化]	昔と現代の豆知識の変化	今はシミ取り用の洗剤、石鹸、等が普及しているが、当時はそのような便利なものがなかったので、容易に手に入る身の回りものでシミ取りを行っていたと考えられる。
今でもいざというときに使えそうなものはありそうだ。




『西塩田公報』第83号(1954年8月5日)4頁	2024-01-31
	4	[image: 国分寺史跡公園の紅葉]	国分寺史跡公園の紅葉	国分寺史跡公園では四季折々の自然の変化を楽しむことができます。
紅葉シーズンでは、写真のようにイチョウを集めてブーケを作りました。
私も時々訪れますが、四季折々の美しい自然を感じられるためぜひ訪れてほしい場所だと思いました。	2024-01-25
	5	[image: 戦前と戦後の北海道新聞における文化の移り変わり]	戦前と戦後の北海道新聞における文化の移り変わり	まず初めに何故北海道新聞で文化の移り変わりを調べたかったのかというと西塩田時報で様々な大正から昭和にかけての記事を閲覧していた際に自分の地元ではどのように変化していったのか素直に興味を持ったからだ。

そこで今回は現代の北海道新聞と昔の戦前の新聞を用いて文化をそれぞれ比較しようと思う。

比較する新聞の年は1942年と2020年だ。北海道新聞は1942年に創刊された。1942年といえば日本は第二次世界大戦中であり、アメリカと戦っていた時期であった。実際の記事を見てみるとそれが伺える。下方に「アメリカの焦燥」と書かれた項目がある。当時の日本がアメリカを牽制していたのが分かる。さらに、「戰」や「諸勅令」といった今となっては使われなくなった漢字や表現が使われている。ここからも北海道での戦時中の緊張感が伝	2024-01-25
	6	[image: ]		戦前に発行された西塩田時報は戦争、学校、地域などの時事ニュースが多く書かれており、生活の知恵と思われる記事は957ページの中でたった5つほどであった。戦後になると生活の知恵を特集したコーナーのようなものができ、数ページごとに1つ生活の知恵と思われる記事が掲載されている。また、記事の内容も変化しているように感じられる。戦前は、睡眠やビタミン、乳児の育て方という基礎的な生活の知恵であったのに対して戦後は基礎的な生活の知恵も残しつつ、季節の料理やさらにより良い暮らしを求める記事が多い。この変化は、戦前から戦後にかけて人々の暮らしに対する意識の変化があると考える。戦前は生きていくことに必死で暮らしの質は求めておらず、戦後になり心にゆとりが生まれることで暮らしに対する質を求めることができる	2024-01-24
	7	[image: 上田紬]	上田紬	長野県の上田市、飯田市、松本市、岡山市、駒ケ根市周辺などで生産されている絹織物の総称を「信州紬」という。
信州紬の種類として上田紬、飯田紬、伊那紬、松本紬の四種類ある。上田市の上田紬とは江戸時代に信州紬の中で最も有名だった紬の着物である。昔は愛染系の縞柄が基調の着物だったため、「上田縞」とも呼ばれていた。特徴として縞と格子柄で丈夫でしなやかな風合いである。
この上田紬の織りを体験できる場所として「織りの休日俱楽部」がある。そこではストールが作れる。一ヵ月に一回と開催日が少なく、参加費も一万二千円と高めではある。
このような体験は上田市に限らず、他の地域でも行われていることが分かった。
上田紬についてもう少し詳しく調べてみた。
生糸に適さない屑繭を真綿にし、 真綿からつむいだ紬糸	2024-01-23
	8	[image: まとめ]	まとめ	ここまで戦後の上田の学習環境の変化を概観してきた。戦後の上田の学校を調べた所感として、戦後と現代で学生に求める理想像に重なる点が多々見受けられると考えた。学習環境を整える中で頻繁に「自由な学習環境」「個人の関心を尊重すること」が説かれており、このことから戦後は画一的な教育方針よりも、個人の裁量に合わせた柔軟性の高い教育環境を構築しようと奮起していたと考察した。このような観点は現代にも通ずるものがあり、個人の特性を活かし、のびのびと学ぶことができることを重んじる価値観は今も昔も変わらないのだと調べ学習を通して実感した。

なお、現代の学習方針と比較した見解として、現代では外国語学習を推進したり、個人の特性を重んじたキャリア教育がなされていたりすることから、現代では特に「多様性が	2024-01-23
	9	[image: 現代の上田市中学校]	現代の上田市中学校	今回は数ある小中学校の中から、上田市第一中学校を一例として取り上げる。
上田市第一中学校の教育方針を見ると、戦後の教育方針と重なる面が多々存在すると考察した。また、戦後の学習環境と異なる点として、外国語学習やキャリア教育などに力を入れていることが顕著な例として考えられる。このことから、戦後と現代で重視される学習内容が異なっており、時代と共に重んじられる価値観が変化していると推察した。

参照元：「上田市第一中学校」http://www.school.umic.jp/ueda1/	2024-01-23
	10	[image: 学校水泳における変化]	学校水泳における変化	現在と以前の学校環境、特に水泳に変化があるかを調査する。
西塩田時報にある水泳についての記載で、海に囲まれた国である日本の国民として泳げないのは恥ずかしいとある。ストレートな言い方であるが、日本国民には水泳は必須であることを表現している。ここから水泳が生命に関する重要な運動であることは現在と同じ認識だと思う。
また当時の夏休みの水泳は午前と午後の部に分かれており、なるべく短い時間で寒いと感じたらすぐに泳ぐのをやめることが書かれている。水泳の時間を一時間を制限して管理するのではなく、自己管理を促しているのではないかと思う。自己管理の面では、他にも空腹時に水泳を行わないことや頭まで水につけること等の子供達自身が意識して行うことが記載されている。
以上の記事から、学校水泳は過去でも	2024-01-23
	11	[image: 上田地域の高校の蚕産業についての歴史]	上田地域の高校の蚕産業についての歴史	上田市にある上田東高等学校。旧小県蚕業学校とも言い、農業課程・林業課程・蚕業課程がありました。

学校の校内には蚕業学校時代をしのぶ、しだれ桑が植えられています。さらに、爆撃の際に黒ずみになった欅の痕跡が今も残っています。

そして、この学校の有名な人といえば鈴木敏文さんです。
鈴木敏文さんは、坂城町の生まれで、小県蚕業学校の出身です。また、セブンーイレブンの元社長でもあります。鈴木社長は、創立120周年の時には「変化対応」というメッセージを贈っており、今でも石碑に刻まれています。
創立130周年では、新型コロナウイルスの影響でオンライン開催になりましたが、実際に貴重なお話を聞かせていただきました。
その際、「この学校はとても長い歴史があります。」と言い、実際に学生時代に経験したことを	2024-01-23
	12	[image: 浅間山、おおこの山容！]	浅間山、おおこの山容！	浅間山七変化。上信越道を上田から軽井沢方面に向かって進むと、ちょうど佐久平ハイウェイオアシス（平尾山公園）の辺りで浅間山が再び見えてきます。おやっ？　浅間山の山容がまた違った姿に変わっていました。(2014/12/27記録)	2024-01-16
	13	[image: 西塩田時報　面白いと感じた記事　２]	西塩田時報　面白いと感じた記事　２	情報通信文化論　西塩田時報切り抜き２
この記事も自身がもう一つ選んだ記事と同じく、過去の日本の変化がみられる記事の一つで、第二次世界大戦が終わった日本が封建的思想から次第に目覚めていき、デモクラシー的な自由な世界となろうとしてる、といった記事であり、終戦後から大正デモクラシーにつながっていくであろう過程が分かるような記事になっており、これもまた自身が学んだ歴史を振り返っているようで面白いと感じました。西塩田時報vol.２　7ページ左上農村青年より	2023-12-11
	14	[image: 上田市の玄関口　上田駅]	上田市の玄関口　上田駅	上田鉄道別所線、しなの鉄道、JR北陸新幹線が乗り入れる上田駅は、まさに全国からの観光客を迎える玄関口と言えるだろう。昔は、丸子地域や真田地域へ向かう鉄道もあったようだが、今では３路線だけとなっている。時代とともに移動手段が変化しているが、これからも上田市の玄関口として、そして上田の住民を支える足として今後も活躍するだろう。	2023-11-30
	15	[image: ここが日本の中心!?　生島足島神社]	ここが日本の中心!?　生島足島神社	上田を代表する神社の生島足島神社は、生島大神と足島大神を祀る神社である。周りを水に囲まれた神社の本殿は、独特の神聖さを感じることができる。昔の地図を見ても周りは水と木に囲まれ、神社の姿は変わらない。変わった点を挙げるとするならば駐車場ができた点で、昔と今では足を運ぶ手段が変化していることが分かった。	2023-11-30
	16	[image: 学生の地域探究テーマ2023]	学生の地域探究テーマ2023	【第3回課題10/19】信州上田学2023/マイサイトと探究テーマ　

▼社会福祉学部学生
1　長野県の自然
2　蚕都上田はどのようにして生まれたか
3　上田の地域の特徴から、福祉に活用できる社会資源を考える。
4　上田にある文化財について
5　上田市の特産物にはなにがあるのか、特産物と気候や地形との関係、特産物を使った料理について
6　上田市の食とそこから見る地域の特性
7　上田城の季節による変化
8　食と福祉（飲食店と社会福祉施設、養護施設との連携）
9　真田幸村と上田の関わり
10　なぜ上田には晴れが多いのか
11　別所温泉の自然風景とその風景に関する歴史学的・地理学的な知識
12　上田と福祉について
13　上田市内の地区の名前の由来について
14　上田市は子育てや生活をする上で、便利な地なのかどうか
15　上田市の子ど	2023-10-29
	17	[image: 津軽ねぷたそれぞれの違いを見る]	津軽ねぷたそれぞれの違いを見る	観光資源としても有名な青森ねぶた、弘前ねぷた以外のねぷたを見たのは1997年、黒石ねぷたが初めてです。民俗的な文化でもあるねぷたは、本来的にはそれぞれの地元のまつりであって観光資源ではありません。

1997年当時、黒石ねぷたを『マッピング津軽』(現在は閉鎖)で紹介しました。もしかすると黒石ねぷたをネットに紹介したのは私が初めてかもしれません。
ねぷた(ねぶた)は津軽各地にあります。青森、弘前、黒石、平川、田舎館、大鰐、五所川原、つがる(木造)、…。ねぷた文化がどのように遍在しているのか、当時は知る術もなく、現地に訪れ初めて接しました。観光資源化されたねぷたではなく、土着的な祭りとしてのねぷたを直に見て紹介しようというのがその時の動機。平川(当時は猿賀)や田舎館などにもあることは知っていましたが、	2023-08-06
	18	[image: 筑波研究学園都市の景観]	筑波研究学園都市の景観	筑波研究学園都市の建設が始まったのが1970年代。初期に建設されたペデストリアンデッキの橋の銘板を見ると1978年が竣功年です。概ねその頃から学園都市の建設が本格化したとみてよいでしょう。その頃からは既に45年が経過しました。日本で本格的に都市計画された都市の先駆けと捉えてみると筑波研究学園都市の都市特性がよく見えてきます。

ここ10年ほどの筑波研究学園都市で著しい変化は「研究学園」地区の開発により中心部から研究学園への大規模な人口移動が起きてきたことでしょう。都市計画された新しい都市であったこの中心部が「旧市街地」化し、通常であれば中心市街地の衰退化を招きかねないところ、中心部には高層マンションが増え、公舎型の住まいから分譲型の住まいに移行しつつあります。人口は減らず、逆に増加しつつあり	2023-02-26
	19	[image: 四谷は요츠야？ 四ツ谷は요쯔야？]	四谷は요츠야？ 四ツ谷は요쯔야？	街中などのサインが多国語表示になったのは大変望ましい社会環境の変化です。それと共にいつも私には気になってしまうのがハングル表記です。

日本語にあって韓国語にない音「ツ」は、ＪＲでは「츠」(チュ、激音)で統一されているように見えます。たまたま四谷駅校内で「쯔」(チュ、濃音)と書かれているめずらしいサインを発見。おやおや、です。

なぜ違うのか。ここでその違いが意識して表記分けされている信じられないほどのトリックを発見しました。

駅名は「四谷」ですが、地名表記は「四ツ谷」です。後者は「四ツ谷口」と記されています。統一されていない、というよりも、駅名と地名が使い分けられているとみるのが至当です。余談ながらその下にある「四谷出口」は中国語表記です。日本語ではありません。

その使い分けに	2023-02-17
	20	[image: 上田の映画館]	上田の映画館	サマーウォーズの舞台にもなった上田市の映画館は、どのような特徴を持ち、どのような価値を持っているかと思い私は上田の映画館について調べてみた。

この写真は上田劇場だ。上田劇場はロケセットを観光資源とするとておユニークな営業を行っている。

そのほかに上田には映画館はたくさんある。しかし上田にあったイトーヨーカドーは2020年6月に閉店が決定した。2022年には「綿半スーパーセンター」ができるそうだ。

このように有名な映画の舞台になった上田の映画館は工夫がないと大型商業施設であってもつぶれてしまうのが現状だ。その背景にあるのはサブスクライブの登場だろう。

今後どのように映画館が変化していくのか楽しみである。	2023-02-08
	21	[image: 1997年の上田駅 新幹線開通に向けて]	1997年の上田駅 新幹線開通に向けて	今回は1997年6月、新幹線開通に向けて改装工事中の上田駅を見ていく

画像は前回と同じく「さいきの駅舎訪問様（http://ekisya.net/A-GENEKI/160-SINETU/161-UEDA.html）」より引用する

1997年、長野駅高崎駅間が開通された
それに際し、上田駅は駅舎を改築、現在の上田駅駅舎の形へと変化を遂げた。	2023-02-01
	22	[image: 上田紬の歴史＜復活＞]	上田紬の歴史＜復活＞	主に世界大恐慌により衰退した上田紬ですが、1945年頃の社会全体として終戦後の文化復興の動きに準じて、復活する動きが始まりました。
また、その動きに加え、高度成長期を機に、着物ブームが到来し、上田紬を作る織元が５０軒ほどに増加しました。当時はまだ、地方では着物を着る文化が残っていたため、需要が多くありました。
その後は、1980年代のバブル景気時がピークとなり、バブル崩壊や洋服形態の変化などにより、需要が減っていきました。	2023-02-01
	23	[image: 終わりに]	終わりに	西塩田時報を読み進めていく中で、自分のテーマと関係のない面白い記事がいくつかあり、探求に時間がかかってしまった。
戦前の記事からは、まず「食」に関する記事を探すことが難しく、記事があっても、材料の栽培方法や保存方法について書かれていることが多いという印象を受けた。
戦後の記事からは、たくさんの「食」に関する記事を見つけることができ「家庭メモ」や「季節の料理」のような記事が多い印象を受けた。その中には現代でも食べられているメニューやレシピがあったが、食材の違いや、栄養素の偏りといった面で、現在とは大きく異なっていた。
戦前と戦後の記事から、戦前は材料の栽培保存、戦後はレシピや栄養素について書かれていることが多いと感じた。
このことから戦後は戦前に比べ、他国の食文化が普及したり、	2023-02-01
	24	[image: はじめに]	はじめに	西塩田時報の斜め読みで見つけた「うつかり喰へない菓子」という記事に面白みを感じ、当時の食生活をテーマにキュレーションを行うことにした。
時代の変化に伴う食生活の違いに興味を持ったため「戦前と戦後の食生活の違い」をテーマに記事をまとめた。
各記事の説明欄には、当該資料の私なりの要約が書かれている。
「終わりに」には資料を読んだ私なりの考察が書かれている。	2023-01-31
	25	[image: お菓子の歴史（洋菓子輸入時代）]	お菓子の歴史（洋菓子輸入時代）	明治頃に、文明開化が始まり、外国の文化が日本に取り入れられ生活が変化していったが、それは菓子も含まれる。明治10年に洋菓子の輸入が5千円であったが、20年には1万円、30年には2万5千円で、38年には一躍して23万5千円とまで上昇し、短期間で需要がかなり増えた。洋菓子製法技術や洋風食材が導入され、相手先もオランダ、ポルトガルから、イギリス、フランス、アメリカに変化した。
ビスケット、キャンディ、チョコレート、キャラメル、クッキーなどが輸入され、日本での消費が増えると国内生産の方が儲かると考える人が出てきて、製造が始まった。日本で最初に作られた洋菓子は明治8年のビスケットで、東京京橋の風月堂が始めた。明治中期になると森永太一郎が森永製菓会社を作り、ビスケットやドロップス、キャラメルなどの洋菓子生産	2023-01-29
	26	[image: いなごの佃煮]	いなごの佃煮	県内全域の郷土料理。南信地域の伊那谷には、古くから昆虫食文化が根付いており、いなご、蜂の子、かいこ、ざざむしなどを食べる習慣がある。戦時中や戦後の食糧難では、少ない動物性たんぱくをとるための栄養補給源として食べられていた。いなごを捕って袋や容器に入れて一晩おき、お湯に通して洗う。洗ったいなごは、甘露煮や佃煮にすることが多い。昔に比べいなごの数も減少しており、生活や食文化の変化により各家庭で調理されることは少なくなってきたものの、今もなお伊那谷では昆虫食文化が残っている。

[いなごの佃煮 長野県 | うちの郷土料理：農林水産省](https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/k_ryouri/search_menu/menu/inagono_tsuku_dani_nagano.html)より引用	2023-01-28
	27	[image: 平成の食]	平成の食	味噌や醤油は、以前では村で共同の場を設けて作っていたが、それがほとんどなくなった。原材料の生産減少や、労働の変化によって、かかる時間自体が少なくなったことも、関係しているようだ。漬物については、野沢菜漬けやタクアン漬けなどは昔からつくり続けている家庭が比較的多いようだ。また、酢漬け、粕漬けなどは新たに作られるようになり、ラッキョウ漬けや福神漬けは作ることをやめる家庭が多い。しかし、若者を中心に漬物を食べる量が減り、今後にも変化が大きい食であるようだ。	2023-01-26
	28	[image: プロジェクト研究　週ごとの報告集]	プロジェクト研究　週ごとの報告集	2022年度の研究における週ごとの報告をまとめました。
可能な限り、同じ週に投稿した動画も添付しておきます。


0510
5月9日は、それ以前の週で行った研究に際しての動画制作とその公開に関する記事をマイサイトに投稿しました。詳しくはそちらに記入してあります。
また私は16日のゼミには参加できないため、研究テーマのまとめ制作を少しずつ進める予定です。


0613
コメント遅れてすいません。
活動報告はマイサイトの方に投稿済みです。具体的には、動画1本投稿、各チャンネルの傾向をメモ等を行いました。現在は動画を投稿しつつタイトル、字幕、チャンネル名、概要などの英語対応化を進めています。 



0620
先週は動画を1本投稿し、今日マイサイトに報告を投稿しました。
https://d-commons.ne	2023-01-18
	29	[image: プロジェクト研究の足跡]	プロジェクト研究の足跡	プロジェクト研究の足跡を綴ってきたものをまとめました。

4月25日
前半はグループメンバーの共通項として、研究への取り組み方や考え方を共有しました。後半は、各自のプロジェクトの説明とそれに対する質問や問題意識の共有を行いました。ゼミ内で横のつながりが出来ることで、各自の持つ問題意識への様々な考え方が示され、非常に有意義なものとなったと感じました。今後は、自身のプロジェクトを進める中で頻繁に意見交換をすることで、より多角的な視点から研究していこうと考えています。

5月11日
大洗町における地域学習に関する記事の閲覧及び調査を行いました。また、大洗にフィールドワークに赴く際の調査事項などをまとめました。今後も活動を報告し合う事で様々な視点から調査を行っていきたいと考えています。

5月17日	2023-01-16
	30	[image: 私のチャンネルはなぜ成功していないのか]	私のチャンネルはなぜ成功していないのか	しばらく投稿が出来ていなかったため、その期間に投稿した動画と、研究最終報告へ向けてのメモ代わりとしてテーマごとの記事を残します。



2 私のチャンネルはなぜ成功していないのか

　私はYouTubeに関係した研究をする過程の1つで「成功しているチャンネルの特徴を分析しそれを自身の動画に取り入れて変化を見る」ということをしてきました。
しかしこの記事を書いている時点でやっと登録者が300人を超えたくらいであり、世間的に見ればYouTubeで成功したとは到底言えません。
　
　この記事では、成功したチャンネルの要素を取り入れたのになぜ私のチャンネルは成功していないのかをまとめます。

　
　初めに結論から言うと、その理由は「成功したチャンネルの要素を取り入れたから」です。
これだけだと何を	2023-01-13
	31	[image: 法律の施行内容、詳細に関する説明。]	法律の施行内容、詳細に関する説明。	今回、私が紹介させてもらう記事は恩給法についての説明の箇所です。

当時、戦後による急速な時代の変化により法律改正があった際は一般国民にしらせるべく、あらゆるメディアを活用してその法律制度について説明がなされていたようです。昨今、法律改正が行われることがありますが細かい説明、項目までしっかり掲載されることは少なくなったと感じる点があります。私はこの当時の掲載の仕方が非常に効果的であると思ったので、現代にも反映させるべき点であると考えます。

(参考文献:西塩田広報第七六号 46頁)	2022-12-26
	32	[image: 青年期の問題に就て（『西塩田時報』第６５号（１９２９年４月１日）２頁）]	青年期の問題に就て（『西塩田時報』第６５号（１９２９年４月１日）２頁）	青年期の問題について記載されており、その内容の中でも結婚年齢が徐々に遅れているという内容が現代と通じていて面白いと思った。この頃から「青年」や「壮年」が何歳からと規定されていたことを知り、驚いた。昔は１５～２５歳を青年と呼んでいたが、時が経つにつれ年齢が変化しているということを知った。

▼この記事は以下から参照できます。
＃２８４『西塩田時報』第６５号（１９２９年４月１日）２頁	2022-12-24
	33	[image: 養蚕業が衰退した理由]	養蚕業が衰退した理由	日本の繭生産量は、今から約90年前1930年（昭和5年）の40万トンをピークに減少し、昭和40年代に持ち直しの傾向が見られたものの、2016年（平成28年）には約130トンまで落ち込んでしまいました。繭生産量の減少に伴う製糸業の衰退も著しく、昭和34年には1871工場あった国内製糸工場数は、平成26年にはわずか7工場を残すのみとなってしまいました。
日本の絹産業は、生糸の原料となる蚕の繭を作る養蚕農家から、生糸を作る製糸業者へ。そして絹織物業者へという流れから、おもに着物や帯などに加工・縫製されて小売される形になっている。
衰退した理由としては和装から洋装へ変化する「和装離れ」により需要そのものが減少したと考えられている。価格競争で中国などから低価格繭の流入や、後継者不足など社会構造の変化も考えられます。	2022-11-30
	34	[image: 上田東高校]	上田東高校	教育目標を自由な精神と責任・規律を重んじる態度を養い、自主性・創造性・協調性に富んだ個性豊かな人格の形成を目指す、憲法にもとづいた平和で民主的な社会をにない、国際社会に生きていくために必要な知識と判断力を養う、社会のさまざまな変化に柔軟に対応し、課題を積極的に解決していく力を養う、としている。上田西高校は私立であるが上田東高校は公立高校である。	2022-11-30
	35	[image: 上田紬]	上田紬	日本三大紬とは主に、大島紬、結城紬、上田紬のこと指すそうです。この日本三大紬の中の一つが上田にあるということで、調べてみました。
　上田紬の特徴は、柔らかい肌触りの生地に、丈夫で、夏は涼しく冬は暖かく感じられることである。また、上田紬は、大島紬、結城紬と違って縦糸をまっすぐな糸で、横糸で真綿から引いた糸という少し波がある糸を使っていることも特徴です。
小岩井工房は、現在も上田紬を作っている数少ない工房です。そこでは着物も以前は紺色などの色が主流で一般の人々が日常で着ていた着物でしたが、現在では着物はあまり着られなくなって残念と話していました。また、今はグラデーションや、パステルカラーなどを使った今風の着物も出しているそうで、色のバリエーションを増やすなどすることで今の需要の変	2022-11-30
	36	[image: 眞田神社]	眞田神社	　眞田神社は上田城本丸跡に鎮座しており、真田氏、仙谷氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としている。しかし、本来は松平家の御先祖をお祀りする御宮であり、松平（しょうへい）神社と称していた。

　松平家は、真田氏、仙谷氏のあと、江戸時代中期から明治の廃藩に至るまで7代160余年の長きにわたる上田藩主であった。
　上田藩主となった系統の藤井松平氏の初代忠晴公は、隠退後は忠山と号した。寛文9年（1669）に亡くなった。忠山公の御墓所は京都の金戒光明寺にあり、京都に忠山公の御霊をまつる忠山社が設けられてもいた。これが眞田神社の起源となっている。

　明治維新の変革の中、国に接収された上田城もまもなく民間に払い下げられ、城跡は急速に桑園・麦畑などに変化していった。そのような情勢の中で、旧上田藩士や	2022-11-30
	37	[image: 常田館製糸場　見学]	常田館製糸場　見学	現笠原工業株式会社の常田製糸場は80年余りにわたって生糸の製造がおこなわれていました。構内には建物15棟が現存しており、うち7棟が国の重要文化財に指定されています。
この写真は五階繭倉庫です。多窓式繭乾燥・保管のための生繭倉庫として建設されました。製糸方法の変化に伴い、繭の保管・乾燥という目的から品質向上を目的とした干繭倉に改造され、小窓の多い造りになっている。	2022-11-30
	38	[image: 三階繭倉庫・五階繭倉庫通路]	三階繭倉庫・五階繭倉庫通路	三階繭倉庫・五階繭倉庫は木造であり、「多窓式繭乾燥」・保管のための倉庫として、建築されたそうです。窓をよく見ると、黒く塗り固めています。これは、製糸方法の変化に伴い、通風の確保を必要としなくなり、保管のみの目的にかわったことからこのような工夫がなされているのだそうです。

製糸業の盛んな時期にも、新しい技術や工夫が加えられて行ったことが分かりました。	2022-11-29
	39	[image: d-commons.net考察 その3「記事まとめ機能」]	d-commons.net考察 その3「記事まとめ機能」	先日のd-commons.net研修会アンケートに、以下の意見が上がった。

・授業ごとや単元ごとにトピックを作成できる機能
・クラスを作れる機能、その時間ごとに投稿できる機能（授業ごとできるように）→後にすぐにフィードバックができるように
・１年１組などクラスを分ける機能。
※教員向けd-commons.net(eduスクウェア)の研修会 アンケート結果

この回答についてよくよく考えてみると、d-commons.netには複数の人が投稿した記事を簡単かつ見やすくまとめる機能が存在しない。
例えば、「マイテーマ」で自分の記事を連ねる事は可能だが、他者の記事を一緒くたにすることはできない。

一応、他者の記事を一緒にまとめるだけなら現時点でも可能である。
記事のURLを貼り付けて投稿すればある程度のま	2022-11-17
	40	[image: みすゞ飴本舗②]	みすゞ飴本舗②	みすゞ飴本舗出入口の階段には、この建物が変化していった様子が記されています。
通りすがりにも、ここで蚕都の歴史に触れることができます。	2022-11-17
	41	[image: 笠原工業常田館製糸場]	笠原工業常田館製糸場	平成24年12月28日　旧常田館製糸場施設が重要文化財として指定。
平成22年2月17日　笠原工業常田館製糸場が上田市指定文化財に指定。

明治33年（1900年）に笠原房吉によって「常田館製糸場」（屋号は〇二）は創業しました。明治以降、日本の生糸は輸出世界一の座を占有してきました。生糸の性状は原料である繭の影響を直接受けて変化します。国内最高層の木造5階建て繭倉庫、大正時代末の鉄筋コンクリート5階建て倉庫群などによって、年間を通して均等な生糸を生産した常田館製糸場は学術的にも貴重な文化財になっています。	2022-11-13
	42	[image: 上田市マルチメディア情報センターを学生と見学]	上田市マルチメディア情報センターを学生と見学	11/10、１年生の課題発見ゼミの課題発見「上田のelaboration」の一環で上田市マルチメディア情報センターを見学しました。この施設が開所したのは1995年、それから約四半世紀が過ぎ、社会の状況も大きく変化しました。開所当時、次世代産業としてもてはやされたマルチメディアは現代においては「DX」として語られる段階へとパラダイムシフトしました。施設名自体がその歴史を物語っています。建物の前に植えられた欅の黄葉が眼前に迫って印象的でした。植樹当時は低かった樹木が成長した景観美もまた施設の歴史を物語っています。

見学では施設内の施設見学の他、同館収蔵のSBC(信越放送)制作による1964-65年の記録映像などを鑑賞しました。アーカイブ映像が次世代の地域の歴史認識の情報源となることも改めて実感をしました。	2022-11-12
	43	[image: 「ナレーションとBGMのある動画を作ってほしい」という需要の発生要因について]	「ナレーションとBGMのある動画を作ってほしい」という需要の発生要因について	間隔が開いてしまいましたが10月24日の報告になります。

動画は1週間前にナレーション版を投稿しています


今回は前回の報告の続きとして「ナレーションとBGMのある動画を作ってほしい」という需要の発生要因について2つの視点から考察していきます。

１、自身のチャンネルからの視点
私のチャンネルは趣味で始めたものであり、当初は肉声もしくは一般的に「ゆっくり」とよばれる合成音声のほか、BGMも使用して不定期ではありましたが約1年間動画を投稿していました。その期間にチャンネル登録などをして私の動画を視聴してくださっている方々はそのような内容の動画を期待していると言えます。
その後、今年度の研究を始めるにあたり字幕動画の投稿を始めたことで「期待していた動画と違う」と感じた視聴者層が	2022-11-04
	44	[image: 『本はどのように消えてゆくのか』を読む]	『本はどのように消えてゆくのか』を読む	書棚にあった本の一冊『本はどのように消えてゆくのか』(津野海太郎著、1996年)を自炊しタブレットで読みました。４半世紀も昔の本ながら、久しく置いておくだけになっていました。このように存在し続けている書籍という紙媒体の恩恵はそのようなところにあるのかとそのありがたさを改めて感じました。当時、デジタル化されていたらおそらく今手に取ることもなかったのではないか。デジタルデータの保全・継承の難しさは紙媒体をはるかに超える困難があります。

四半世紀経つと、当時、あるいはそれ以前当たり前だったことが忘却の彼方へと遠ざかりかねない危険に改めて気づかされました。木版から活版印刷へ、さらに写植オフセットへ。そういう変化があったか。記憶を新たにしたのは「ガリ版刷り」。そういえば私も大学生の頃までガリ	2022-08-04
	45	[image: 私の趣味②　【暇が一番つまらない】]	私の趣味②　【暇が一番つまらない】	2022/07/15

今日は珍しく朝から家にこもっている。
今日のマイサイト何にしよーかなーと考えていたが、今日のことは特に何も投稿できない。
過去のことなら投稿できるがなんだか乗り気ではない。

ということで、
自分の考え方でも書いてみようかなと思う。

【暇が一番つまらない】

私は大学生になり、行動力が普通の人よりもある
ということを認識した。
行動力だけでは無いが生活の中で気をつけていることを書こうと思う。
私の中で大事にしている考え方は大きく3つ。

1 暇がいちばんつまらない
私は忙しいのが嫌い。
なぜなら、疲れるから。
だから、暇が楽だと思っていた高校時代に母に頼んで一ヶ月間学校を休んだことがある。
しかし、3日目程からやることがなくなり暇が苦痛であることを認識した。でも、1ヶ月間休むと宣言	2022-07-15
	46	[image: 土浦駅周辺の風景]	土浦駅周辺の風景	土浦駅と駅周辺が大きく変化したのは私が記憶している期間では３回あります。１回目は1985年の筑波万博に向けて駅ビルが建て替えられた時。２回目は駅前再開発でウララビルが建った時。1997年頃です。イトーヨーカド―がウララビルに移転オープン。この時に高層マンション、ソリッドタワーが建ちました。２回目はアルカス土浦（土浦市立図書館）が建った時。2018年頃。その前後、駅ビルもAtreに代わり、周辺にマンションが数棟建ちました。

そして今の土浦駅周辺の都市景観がある。お世辞にも美しいとは言いかねますが、それでも過去の記憶と重ねると隔世の感がします。	2022-07-06
	47	[image: 土浦駅周辺、コンパクトシティへの進化？]	土浦駅周辺、コンパクトシティへの進化？	土浦駅の周辺には既に数棟のマンションが建っています。現在さらに新たなマンションが建設中です。このマンションは20階建てです。土浦ではソリッドタワー(地上31階)に次ぐ高さ。

土浦の駅周辺にはかつていくつかのデパートが立地していました。社会状況の変化と共にデパートは閉店しその跡地がマンションに代わりました。図らずもデパート跡地にマンションが建つことにより、他の都市でも実現しがたいコンパクトシティに生まれ変わりつつあります。	2022-07-06
	48	[image: YouTubeに関する研究　6/20報告 「鉄道・旅行動画視聴者が望む動画」]	YouTubeに関する研究　6/20報告 「鉄道・旅行動画視聴者が望む動画」	先週は1本の動画を投稿しました。


私のような知名度の低いチャンネルが週1本だと成長や変化が分かりにくいため、今後は週に複数本の投稿を確立させたいと考えています。


ここからはこの記事の本題としてタイトルにもある「鉄道・旅行動画視聴者が望む動画」について記します。

視聴者層は大きく2分化されます。「ナレーションを許容する層」と「ナレーションを受け付けない層」です。

まず「ナレーションを許容する層」。日本の鉄道・旅行系動画はスーツ氏や西園寺氏、がみ氏、謎のちゃんねる氏等の肉声ナレーションを用いる動画が伸びた(高視聴回数、高収益等)ためにそのような動画を求める視聴者が増加しました。
現在私が調査している海外向け鉄道・旅行動画とは異なる動画のスタイルであり、日本ならで	2022-06-20
	49	[image: 字幕動画の利点とは]	字幕動画の利点とは	先週の土曜日に動画を1本投稿しました。


海外視聴者向けや昨年度とは別の視聴者層向けの動画に内容を合わせるため、今後の動画は字幕を利用しナレーションの収録は行わないことにしました。

上記によって、編集が楽になった(ナレーションの力不足が生じない、編集の時短化や場所の制限が無くなる)点が最も大きな利点だと感じました。

一方で、再生数などの大きな変化があったかというと、特に何もありません。
その他の影響も最終的にまとめる予定です。

また、
海外視聴者向けチャンネル
・Travel Alone Idea 125万人
・そろそろ旅行/Solo Solo Travel 46万人
・Itsuka Japan 9.4万人

国内の最大手チャンネル
・スーツ交通 92.3万人
・スーツ旅行 57.4万人
・西園寺 25.8万人
などの傾向を比較、分析しています。	2022-06-13
	50	[image: 北海道②　小樽運河]	北海道②　小樽運河	札幌の後は小樽へ！


札幌から車で1時間弱とアクセスも良い。
小樽といったら小樽運河。




小樽運河は現在使用されていないが、
歴史的・文化的な価値があるとしてほとんど当時のまま残されている。




もちろん、当時のままでないものもある。


小樽運河にかかっている橋で当時のものは1橋のみ。


その理由は時代と共に船が変わり、同時に橋の高さを変えざる終えなかったため。


生活・時代と共に変化する橋を見ると
さらに歴史的・文化的価値に厚みがでてくるな、
と個人的に感じた。




小樽運河クルーズでは船頭さんから小樽の歴史について聞くことができる。


知らないことばかりで
非常に興味深く、楽しかった。	2022-06-11
	51	[image: 松本城]	松本城	松本といってまず思い浮かべるのは国宝松本城だろう。
黒を基調とした外壁は美しく、戦国末期の日本最古である天守と平和な江戸時代初期の優雅な櫓とにより造られている。
その姿は季節によって変化する。
今回撮影した5月には緑の木々と松本城との景色が美しかった。また、記憶に残る姿として2月には初の試みであるレーザーマッピングが行われ、地元民にも光輝く松本城という新たな一面をみせてくれた。	2022-05-10
	52	[image: 中央通りにある大型商業施設]	中央通りにある大型商業施設	長野駅の中央通り沿いにある大型商業施設「again」は、2022年7月に閉館が決定した。館内は若者向けの衣装やアニメグッズ店などが営業を行っている。
閉館後についてはまだ定まっていない。新たな商業施設として生まれ変わるのか、もしくは別の用途に使われるのか、現時点では不明である。

いつかこの建物が無くなるか、外見が変化している事を想定し、写真に残しておく。	2022-05-09
	53	[image: hybrid授業を希望する学生ニーズ]	hybrid授業を希望する学生ニーズ	「今どき教室で学ぶの？」という社会意識の変化が端的に示された調査結果です。学生はhybrid形態の授業を希望しています。

今週から授業をhybridにしました。私の授業は今後ともhybridを旨として進めていきます。

昨日の担当講義で学生に授業形態の希望を問うたところhybrid希望が61%。圧倒的に支持されていることが改めて裏付けられました。オンラインオンリー(Meet or オンデマンド)の合計は35%。この合計パーセンテージも厚い。教室で対面オンリーはほとんど誰も希望していません。教室は要らないということではなく「教室で学べる保証がありオンラインでも学べる選択の自由を望む」というのがhybrid支持の理由と思います。

来週の別の授業でも学生たちに問うてみます。「誰もが快適で活力に満ちた質の高い生活を送ることのできる人間中心の社	2022-04-22
	54	[image: 分散型地域デジタルコモンズ d-commons.netの開発]	分散型地域デジタルコモンズ d-commons.netの開発	▲デジタルアーカ犬

前川道博 d-commonsプロジェクト/長野大学

【１】はじめに
分散型地域デジタルコモンズは、地域デジタル知識循環型プラットフォームのコアとなる知識・データの共有地である[1][2]。その中核のクラウドサービスとなるd-commons.netを開発した。現在も地域資料のデジタルアーカイブ化、地域学習支援など多目的的で柔軟な運用、長期にわたる運用ができる課題解決の支援にd-commons.netを適用し、サービスの機能強化を図ってより実用性の高い、使いやすいサービスを目指している。

デジタルコモンズはさまざまな知識や学びの成果をどの地域からでも、誰でもが載せ合えるクラウドサービス上の「ネット上の本棚」（デジタルアーカイブ）、クラウドサービスと	2022-03-13
	55	[image: 地域探求のまとめ]	地域探求のまとめ	　今回、情報通信文化論の研究のために上田市の映画館について調査した。調べるにあたって、インターネットで検索したり、図書館に行き資料を探したり、実際に現地に足を運ぶことを行った。
　調べていて一番に感じたのは、どの資料からも同じくらの情報しか得られないということである。探している情報がかなり古いということが原因か、元となる一次資料が極めて少ない。図書の資料であれインターネット上の記事であれ、元の資料が少ないことから、同じ資料から情報を得ざるを得ない。そのため、どの資料からも同様の情報しか得られないという結果になったのでは無いかと考えられる。
　だが、あくまでこれは歴史などを調べる時限定の話であり、現在を知りたい場合はと感じた。なぜなら、インターネット上の記事や図書は、過去に誰か	2022-02-13
	56	[image: 6　まとめ]	6　まとめ	明治～大正時代の文化や生活について調べていて、西洋の文化が取り入れられ現代つながる様々な変化が訪れたことを知り大変興味深く思いました。伝統や文化的特徴が残るというのは、そのもの自体に価値があることの証明なのだと感じました。
上田市も建築や鉄道開発などの点で影響を受けており、養蚕業で発展した街がさらに賑わうことの一助となりました。「蚕都上田」と呼ばれる当時の上田市は、金融業も盛んであり、資料で見てみると街の中の銀行の多さが如実にそれを表しています。製糸業の盛んな街には銀行の数が多いのも大きな特色なのだと思われます。

この探求を通して、上田市の文化的特徴や、当時の観光、産業の発展について深く知ることが出来ました。現在の上田市は、観光都市として発展しているわけではありませんが、こ	2022-02-10
	57	[image: 上田紬について～小岩井紬工房～]	上田紬について～小岩井紬工房～	小岩井紬工房
地元特産品を活かし上田紬のブランド価値向上をめざす
多くの工房が手織から力織機へいこうするなかにあって「手織りに徹する」という信念をもつ小岩井紬工房。
「上田の特産品を利用して、上田らしさがアピールできる紬をつくりたい」という思いを抱き続け、構想から３年以上を費やして生み出した新商品は「林檎染」と名付けられた。その名の通りに使用するのは林檎の樹皮で、すべて上田産。経糸、緯糸ともに１００％の草木染めは珍しいという。「改善の余地はまだまだある。もっと突き詰めて行かないと、味や深みはでません」と現状に満足することはない。小岩井さんの頭の中には、すでに別の特産品を活かした新商品のアイデアがあるという。「これからも、上田らしさにこだわって、上田紬の価値を高めたい」と前向き	2022-02-09
	58	[image: まとめ]	まとめ	食生活に関する記事を探すことを主眼に置いて西塩田時報を最後まで読んでみたが、探していたジャンル以外の記事であっても、少し目を通してみると案外面白く感じる言い回しなどが見つかり、意外と楽しく読めた。

また、通して読んだことによる発見として、戦前の記事では栽培法や家畜の育て方についてのものが多く、レシピは漬物などシンプルなものばかりであったが、戦後の記事ではそれらに加えて多少凝ったレシピについての記事もみられるようになった。

それまでは日持ちさせるための工夫であったレシピが、時代とともにさらに幅広い食事を楽しむためのものに変化していったことの表れだろうか。

掲載されている中には現在でも食べられているようなレシピもあったが、当時の人々がみな、時報に掲載されているような十分な食事	2022-02-09
	59	[image: 上田紬について⑤]	上田紬について⑤	上田紬の染色の工程

林檎染め　品種の違いで染め上がりの色が変化する
1．剪定　リンゴの木の内側まで太陽の光が届くようにするために不要な林檎の木（枝）を切り落とす作業
2．気の皮を削る
　ふじ　オレンジみがかってる　信濃ゴールド　白っぽいいろ
　（気の部分は薪ストーブをやっている人にあげている）
3．乾かす
4．煮出し袋に樹皮をいれる（樹皮は糸と同じくらいの量をつかう）
５．水をため、樹皮をその中にいれる
６．水を沸騰させながらよくまぜる
７．沸騰させたら冷ます
８．糸を入れ、均等に液につける
９．沸騰させながら１時間ほどかけて染める
１０．媒染する　（金属物質を媒体にして染料を繊維に定着させる工程）
１１．媒染液に２０分ほど糸をいれる
１２．媒染後に糸をよく水洗いする
１３．再び染色する
	2022-02-09
	60	[image: 2 文明開化]	2 文明開化	この時代は西洋の文化が日本に浸透し始め、現代につながる様々な変化が生じた時代です。
食や服飾、建築などの文化において西洋の要素を取り入れ、模倣し、日本のものを取り入れるなどをして洋風に変わっていきました。

服装に関しては軍人や役人、上流階級の人の間には制服や礼服として早くから洋服が広まっていきました。庶民の間では着物が一般的であり、外で洋服を着ている男性も家では和服に着替える等の例もあったそうですが、髪型は明治に入り大きく変わりました。「散髪令」によってちょんまげを切ることが強制されました。男性は誰もが洋風の短髪になり、それに合わせて山高帽などの帽子も流行るようになりました。
女性は明治に入っても着物に日本髪が主流でしたが、化学染料を使った染物や西洋風の模様が取り入れられ、	2022-02-08
	61	[image: 上田の地質変化の変遷]	上田の地質変化の変遷	上田地域が誕生したのは、今から2000万年前にもなる。

マグマの移動によって日本列島がアジア大陸から切り離される、という大きな変動があった。その動きの中でできたのが「フォッサマグナ」であり、上田は1700万年前にこの地殻変動によって誕生したといわれている。

陥没していたため、あたり一帯は深い海であった。しかし、1200万年前にマグマの活動によって海底が隆起し、次第に浅い海となっていった。やがて陸地が広がっていき、今から100万年前に現在の上田に近い土地へと変わっていった。

上田が誕生したころは、陥没の影響で深い海となっていたことに驚きを感じた。最初から陸地が広がっていたわけではないということだった。


参考文献
・真田坂　2019年4月　No.26	2022-02-04
	62	[image: 染色の工程とこれから期待される人]	染色の工程とこれから期待される人	小岩井紬工房
地元特産品を活かし上田紬のブランド価値向上をめざす
多くの工房が手織から力織機へいこうするなかにあって「手織りに徹する」という信念をもつ小岩井紬工房。
「上田の特産品を利用して、上田らしさがアピールできる紬をつくりたい」という思いを抱き続け、構想から３年以上を費やして生み出した新商品は「林檎染」と名付けられた。その名の通りに使用するのは林檎の樹皮で、すべて上田産。経糸、緯糸ともに１００％の草木染めは珍しいという。「改善の余地はまだまだある。もっと突き詰めて行かないと、味や深みはでません」と現状に満足することはない。小岩井さんの頭の中には、すでに別の特産品を活かした新商品のアイデアがあるという。「これからも、上田らしさにこだわって、上田紬の価値を高めたい」と前向き	2022-02-08
	63	[image: 上田紬　染色の工程]	上田紬　染色の工程	林檎染め　品種の違いで染め上がりの色が変化する
1．剪定　リンゴの木の内側まで太陽の光が届くようにするために不要な林檎の木（枝）を切り落とす作業
2．気の皮を削る
　ふじ　オレンジみがかってる　信濃ゴールド　白っぽいいろ
　（気の部分は薪ストーブをやっている人にあげている）
3．乾かす
4．煮出し袋に樹皮をいれる（樹皮は糸と同じくらいの量をつかう）
５．水をため、樹皮をその中にいれる
６．水を沸騰させながらよくまぜる
７．沸騰させたら冷ます
８．糸を入れ、均等に液につける
９．沸騰させながら１時間ほどかけて染める
１０．媒染する　（金属物質を媒体にして染料を繊維に定着させる工程）
１１．媒染液に２０分ほど糸をいれる
１２．媒染後に糸をよく水洗いする
１３．再び染色する
１４．最後によく洗う
	2022-02-08
	64	[image: 観光地図について]	観光地図について	「大洗町に訪れる観光客がどのようなルートを通って観光するのか」について調査する方法の一つとして、大洗町の地図に着目しました。

写真は大洗駅前の地図になります。

この地図を見て旅の計画を立てる観光客も多いでしょう。
そう考えるとこの地図が非常に偉大なものに見えてきました。

このようなことを考えていましたが、それと同時に、地図には柔軟性が必要であるなと感じました。つまり、容易に変更点を追加できることです。やはり町内の環境といえど変わりゆくものです。そうなればその変化に合わせて変更を加えていくことは必須でしょう。その地に詳しくない観光客への案内ならなおさらです。

それはやはり、インターネト上での地図でしょう。

これからは駅前には地図と一緒に地図のQRコードが掲示され、それを読み込	2022-02-08
	65	[image: 私の課題探求]	私の課題探求	なぜその探求テーマを選んだのか
テーマを考える最中、上田紬のイベントが最近あったことを思い出したことがきっかけだ。またメンバー全員が服が好きということもあって上田紬に興味関心があったためこのテーマに設定した。

何を探求しアウトプットするのか
上田紬の歴史や庶民的なものから高級品に変化するまでの過程を調べ、どのようにしたら現代の若者にとって身近になるかを考える。

具体的にどのような資料を調べるのか
インターネットのサイトや可能であれば上田紬の工房に足を運び実物を実際に見てみる。また先生から送って頂いた上田市立博物館図録を参照する。	2022-01-27
	66	[image: イナゴ]	イナゴ	長野県の山間部などで多く食用とされてきたイナゴ。
動物性たんぱくをとるための貴重な栄養補給源だった。
昔に比べいなごの数も減少しており、生活や食文化の変化により各家庭で調理されることは少なくなってきたものの、今もなお伊那谷では昆虫食文化が残っている。	2022-01-27
	67	[image: 上田紬について]	上田紬について	なぜその探求テーマを選んだのか
テーマを考える最中、上田紬のイベントが最近あったことを思い出したことがきっかけだ。またメンバー全員が服が好きということもあって上田紬に興味関心があったためこのテーマに設定した。

何を探求しアウトプットするのか
上田紬の歴史や庶民的なものから高級品に変化するまでの過程を調べ、どのようにしたら現代の若者にとって身近になるかを考える。

具体的にどのような資料を調べるのか
インターネットのサイトや可能であれば上田紬の工房に足を運び実物を実際に見てみる。また先生から送って頂いた上田市立博物館図録を参照する。	2022-01-26
	68	[image: 上田紬について]	上田紬について	なぜその探求テーマを選んだのか
テーマを考える最中、上田紬のイベントが最近あったことを思い出したことがきっかけだ。またメンバー全員が服が好きということもあって上田紬に興味関心があったためこのテーマに設定した。

何を探求しアウトプットするのか
上田紬の歴史や庶民的なものから高級品に変化するまでの過程を調べ、どのようにしたら現代の若者にとって身近になるかを考える。

具体的にどのような資料を調べるのか
インターネットのサイトや可能であれば上田紬の工房に足を運び実物を実際に見てみる。また先生から送って頂いた上田市立博物館図録を参照する。	2022-01-26
	69	[image: 上田紬の魅力]	上田紬の魅力	なぜその探求テーマを選んだのか
テーマを考える最中、上田紬のイベントが最近あったことを思い出したことがきっかけだ。またメンバー全員が服が好きということもあって上田紬に興味関心があったためこのテーマに設定した。

何を探求しアウトプットするのか
上田紬の歴史や庶民的なものから高級品に変化するまでの過程を調べ、どのようにしたら現代の若者にとって身近になるかを考える。

具体的にどのような資料を調べるのか
インターネットのサイトや可能であれば上田紬の工房に足を運び実物を実際に見てみる。また先生から送って頂いた上田市立博物館図録を参照する。	2022-01-25
	70	[image: 上田城の歴史２]	上田城の歴史２	関ヶ原の合戦後、上田城は徳川の手で破却されたが、真田に代わって上田城主となった仙石氏によって復興された。１６２６年に修復された上田城は真田氏時代の縄張りを受け継いだとみられ、仙石氏の後に城主となった松平氏の代になっても、その姿にほとんど変化はなかった。明治維新後、廃藩置県により1874年に上田城は民間に払い下げられ、再び廃城となった。この際、本丸付近を一括して購入した丸山平八郎氏は、1879年の祭り神社（現真田神社）創建に当たり本丸南側の土地を神社用として寄附し1893年には残りの土地を遊園地要として寄附した。これが上田城跡のの公園化の第一歩になった。	2021-11-14
	71	[image: 前期振り返りの報告２]	前期振り返りの報告２	前の振り返りの報告に
直近での変化点を付け加えたものになります。	2021-10-11
	72	[image: 2020信州上田学Aふり返りまとめ]	2020信州上田学Aふり返りまとめ	▼全体まとめと成果	2020信州上田学A講義録（担当教員：前川道博）
	信州上田学A2020⑭オンライン発表会記録 2020/07/29
	>信州上田学2020/学びの成果発表会(信州上田学A/B合同) 2021/01/24


▼上田市行政チャンネル	>長野大学公開講座「信州上田学A」学生と市民の合同発表会 2020/07/29
	>信州上田学2020／学びの成果発表会(信州上田学A/B合同) 2021/01/24


▼学生受講生のマイサイト
ニックネーム、テーマと内容は一致していないケースがあります。	上田の食

	2021-10-06
	73	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	74	[image: 相生町商店街]	相生町商店街	小諸駅から登っていくと真っ先にあるのがこの相生町商店街。現在では閉まっているお店も増えてきてしまったが、現代の風潮に合わせた街づくりを展開していけば全盛期以上の盛り上がりを見せるのではと感じた。そう感じるのも、その周りには真新しい施設が幾つか出来ており、観光客が訪れるきっかけになっていると思うからだ。私自身も街の活性化の手伝いを何か出来たらいいなと感じている。	2021-05-05
	75	[image: 上田蚕種-2]	上田蚕種-2	　上田蚕種協業組合事務棟の説明文。建物の特徴について説明されている。上田蚕種株式会社は時代の進行に伴って蚕糸の中心地から軍需工場、そして戦後の名称変更等、様々な役割を担っていた。このような建物の存在は、主に20世紀における上田の様相の変化を知るうえで重要であると考える。	2021-05-05
	76	[image: 養老の滝]	養老の滝	岐阜県養老町にある養老の滝です。

この滝には、親孝行の息子が滝の水を汲むとその水がお酒に変化し、そのお酒を飲んだ父親の病が治ったという親孝行伝説のある滝です。

駐車場から30分程度山道を歩かなければならなく、大変ですが、とても素晴らしい景色です。	2021-05-05
	77	[image: みつけイングリッシュガーデン]	みつけイングリッシュガーデン	みつけイングリッシュガーデンは、市民に憩いの場を提供し、周辺地域の景観環境づくりを担うために、近隣では類を見ない本格的な英国庭園様式を採用。さまざまな方々が楽しめ、気軽に何度でも足を運んでもらえるような公園を目指している。季節によって表情が変化するので、1年中楽しめます。	2021-05-04
	78	[image: 長野県の明治初期の村絵図]	長野県の明治初期の村絵図	　長野県立歴史館のサイトhttps://www.npmh.net/ezu/
で明治初期の村絵図が公開されています。

古い地図と現在の地図を比べてみるとこれまでの変化がわかり面白いです。

小諸市
　https://www.npmh.net/ezu/?keyword=&area%5B0%5D=%E6%9D%B1%E4%BF%A1&city%5B0%5D=25&n=18&submit=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&p=1#result


現小諸市・東御市
滋野村
https://www.npmh.net/ezu/2020/02/id-151.php

現小諸市・御代田町
塩野村
https://www.npmh.net/ezu/2020/02/id-93.php	2021-03-02
	79	[image: 明治時代の大屋地域]	明治時代の大屋地域	これは明治時代の実際の大屋地域の写真です。
㉓と書かれている場所が大屋地域で明治３０年に入ってから多くの住宅が建てられました。
明治初期は１３０軒ほどだった民家も平成に入ると１３００軒を超える民家が建てられました。
㉑はスーパーがありましたが移転するなど、大きな変化があったのは昭和３０年～６０年ごろです。

【参考文献】
上田市史　第６６図　１５５貢	2021-02-01
	80	[image: 西部地域の課題]	西部地域の課題	資料を集め情報収集を行ったり、まちづくりの会に参加したことで感じた課題として、主には写真のような3つが挙げられると考えました。それぞれの課題の具体的な内容については写真の通りです。使われていない公園が多いというのは、まちあるきをしていて感じました。また、すべての自治会についての資料がなく情報が得られないということは、実際に自分で資料を集めていく中で分かりました。さらに、住民の方が地域にあまり興味を持っていないこと、そして、そもそも知らない人もいることは、まちづくりの会に参加したり、まちあるきをして住宅が増えたなどの変化に気づいたことによって実感しました。	2021-02-01
	81	[image: 私の地域探求テーマ一覧(情報通信文化論2020)]	私の地域探求テーマ一覧(情報通信文化論2020)	長野大学の講義科目「情報通信文化論2020」（講義担当：前川道博）では、情報通信文化の根幹をなす文化伝承・知識伝承を概念的に学ぶだけではなく、受講生たちに自ら文化伝承・知識伝承による「キュレーション型」の学びを実践してもらいました。地域循環型社会にシフトしつつ現代においては、自ら問いを立て、一次資料に当たったり、地域に赴いて自ら得たデータを新たな一次資料とし、主体的に探求していくことが求められます。その学習プロセスが文化伝承・知識伝承に他なりません。
それらの課題探求テーマと成果を以下のマイサイトからカテゴリ「私の地域探求」を選んで御参照ください。

＜私の地域探求テーマ一覧＞
1 舌喰池の名前の由来(LGTMのサイト)
2 	2021-01-28
	82	[image: 上田駅周辺の変化]	上田駅周辺の変化	今回中心として見ていく上田駅は、1888年(明治21年)に官設鉄道の長野駅－上田駅間の開業に伴い、終着駅として開業した。
いままで様々な線の始発駅や途中駅、終着駅として昔から現在まで活躍している。
上記の画像は2021年(令和3年)　1月26日にGoogle Mapで上田駅周辺を見た状況となっている。現在どのようになっているのかが分かる。

今回発見した1922年(大正11年)の上田市全図では、市役所や小学校・中学校などの主要な建物が上田駅周辺に集まっていることが資料から分かった。
また、上田駅が上田停車場と記載されている。この上田停車場という言葉で調べてみると、上田駅お城口を出てすぐの長野県道162号上田停車場線が出てきて、日本一短い県道とされているという情報を知ることができた。

次に発見した1928年(昭和3年)の大日本職業別明細図	2021-01-27
	83	[image: だるまとつながりのある群馬県の主なお祭り]	だるまとつながりのある群馬県の主なお祭り	高崎だるまの歴史についてまとめた前編はこちらから↓
高崎だるま

①前橋初市まつり
毎年1月9日に国道50号の本町二丁目で行われるお祭りで、前橋では三大祭りの一つとして有名である。別名「だるま市」と呼ばれ、その名の通りたくさんのだるまが売られている。50号沿いだけでなく、すぐ近くの中央通りアーケード（前橋の商店街）でも屋台の出店やイベントが開催されるので非常に賑やかである。
１番の名物は古いだるまを供養して燃やす「お焚き上げ」で、当日はお昼ごろまで多くのだるまと、火と煙を見ることができる。市民の間で、この行為を「どんど焼き（どんと焼き）」と呼ぶことが多い。群馬県では、新年になると各地でこのどんど焼きが行われる。

②高崎だるま市
　毎年1月1日から2	2021-01-26
	84	[image: 高崎だるま]	高崎だるま	群馬県ではだるまが有名である。どこのお店や家に行っても大小様々でデザインも豊富なだるまが飾られている。

○だるまの歴史○
だるまの発祥の地は群馬県の高崎市の少林山達磨寺だといわれている。高崎のだるまはもともと「富岡だるま」と呼ばれ親しまれてきた。しかし昭和30年に富岡が高崎市と合併し富岡村の名前が消えて以来、「高崎だるま」「縁起だるま」「副だるま」などの呼び名が付いた。だるまは江戸の人々が疫病から逃れるために、祈り、まじないを信じて作ったと考えられている。当時疱瘡が子どもの間で流行り、この病気は赤色を嫌うとされていたことから、早く治るようにとだるまには赤色に塗られた。疫病の予防法が見つかったことにより、だるまは農作祈願のための縁起物として買い求められるように変化した。特に群馬	2021-01-26
	85	[image: 千串屋]	千串屋	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。
現在も1階にある焼き鳥屋は特に変化がないが、2階に関しては、今では居酒屋ができていたり、一番上の広告のようなものも新しいものに変わっている。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-24
	86	[image: 旧むぎの里・現Nakamura]	旧むぎの里・現Nakamura	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。
ピンク色でとても目立つ建物だが、それ自体には特に変化がない。しかし、左下のお店が2012年ではむぎの里だったのが、現在はNakamuraという居酒屋に変わっている。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-24
	87	[image: 旧らーめん邦心・現串まる]	旧らーめん邦心・現串まる	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。
現在は串まるという居酒屋さんに変化したが、2012年ではラーメン屋さんであった。こう見ると、お店が変わるだけでなく、雰囲気も大きく変化している。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-24
	88	[image: メガネのヤジマ]	メガネのヤジマ	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。
このお店は大きな看板も建物も特に変化がないことが分かる。とても大きく目立つ建物であるが、特に眼鏡の形をした看板には歴史を感じる雰囲気がある。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-24
	89	[image: 小池水産]	小池水産	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。
現在も営業しているのかは分からないのだが、特に大きな変化はなく、そのまま残されている。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-24
	90	[image: 清水書店]	清水書店	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。
全体的に変化していないのが特徴であり、まさに歴史を感じやすいお店・建物である。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-24
	91	[image: 学志ゼミナール]	学志ゼミナール	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。
建物自体は特に変化がないが、2012年ではDSKパーソナルクラスだったのが、現在は学志ゼミナールに変わっている。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-24
	92	[image: bb（ブラウスビューティフル）上田店]	bb（ブラウスビューティフル）上田店	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。
特に大きな変化というのはないが、現在はお店の入り口の上にも看板が付けられていて、屋根の部分があるだけでも、また雰囲気が変わるように感じる。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-24
	93	[image: 信学会　上田予備校]	信学会　上田予備校	1枚目が現在、2枚目が2012年の外見を表した写真である。
私も一時期通っていた学習塾だが、今も多くの学生が利用しており、建物自体はほとんど変化がないことが分かる。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-24
	94	[image: 若林陶器]	若林陶器	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。
このお店も外見の雰囲気はそのままであり、そして、入り口の横のガラス張りに飾られているものも少しの変化はあるが、雰囲気というのはあまり変わらないように感じる。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-23
	95	[image: えんぎや京町家]	えんぎや京町家	1枚目が現在、2枚目が2012年の外見を表した写真である。
この建物は全くというほど変化がないことが分かる。このお店は居酒屋だが、歴史的でとてもおしゃれな建物のように感じる。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-23
	96	[image: 松尾カメラ]	松尾カメラ	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。
左上のフジカラーの看板がお店の名前の松尾カメラに変わったくらいで、その他はほとんど変化がないことが分かる。歴史を感じる建物である。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-23
	97	[image: 上田プラザホテル]	上田プラザホテル	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。形としては時に変化していないが、さすがに古くなってきていることもあり、現在はきれいに塗装されており、古さを感じさせない、また新しい雰囲気のように感じる。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-20
	98	[image: みすゞ飴本舗　飯島商店]	みすゞ飴本舗　飯島商店	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。

見て分かる通り、この建物もほとんど変化がなく、歴史ある建物として大切に残り続けている。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-20
	99	[image: リンズコーヒー]	リンズコーヒー	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。
このカフェは約10年経っても外見に関しては特に変化がないことが分かる。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-20
	100	[image: 塩尻ワインについて]	塩尻ワインについて	長野県は、「ワインの生産量」「ワイナリーの数」が、日本で2番目に多い県です。長野パープルなど、美味しいぶどうをたくさん作っている県ですから、ワインも多いよなあ、とは思っていましたが、国内2位とまでは思っていませんでした。（一位は山梨県になります）
私は個人的にワインがとても好きなので、長野県内のワインについて調べ、地域の特徴を比べようと思ったのですが、もう少し地域を特定しようと思い直し、長野県の中でも塩尻ワインについて調べてみることにしました。
まず地域の特徴を調べ、ワイナリーの数や、歴史、どの様な変化（知名度の変化、種類や数の変化）があったかなどを調べていきたいなと思います。	2020-12-22
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